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(57)【要約】
【課題】複数の物品を複数の容器に収納した場合でも、
どの容器にどの物品が収納されたのかを判別できるよう
にする。
【解決手段】容器６０は、電波遮蔽性を持つ包囲部材を
備えている。出荷側の端末１０－１は、容器６０の蓋６
１を閉いた状態では容器内部のＲＦＩＤタグ６２および
物品７０のＲＦＩＤタグ７１を読み取ることができ、閉
じた状態では読み取ることができない。端末１０－１は
、蓋６１を閉じる前と閉じた時に、読み取ることができ
たタグＩＤをサーバ４０へ送信する。サーバ４０は、読
み取ることができなくなったＲＦＩＤタグ６２とＲＦＩ
Ｄタグ７１のタグＩＤを紐付けて保持する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　物品が保持する物品識別情報と開閉部を有する容器が保持する容器識別情報を紐付ける
ための物品管理装置であって、
　前記物品識別情報と前記容器識別情報を取得する取得手段と、
　前記取得手段が取得した情報が過去の取得時から追加または削減がないかを判別する判
別手段と、
　前記判別手段の結果から、前記物品識別情報と前記容器識別情報を紐付けて記憶する紐
付け手段と、
　を備え、
　前記紐付け手段は、前記判別手段が前回取得時から追加された前記物品識別情報と前記
容器識別情報、または削減された前記物品識別情報と前記容器識別情報を紐付けて記憶す
る物品管理装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の物品管理装置において、
　前記取得手段は、前記物品識別情報または前記容器識別情報を取得した時刻を示す時刻
情報も取得し、
　前記紐付け手段は、前記物品識別情報と前記容器識別情報を紐付ける際に該時刻情報も
紐付ける物品管理装置。
【請求項３】
　請求項１または２に記載の物品管理装置において、
　前記容器内の環境情報を取得する環境情報取得手段を有し、
　前記紐付け手段は、前記物品識別情報と前記容器識別情報を紐付ける際に、前記物品識
別情報に前記環境情報も紐付ける物品管理装置。
【請求項４】
　請求項３に記載の物品管理装置において、
　前記環境情報が前記物品に対して設定された所定の保管条件を満たしているかを判定す
る判定手段を有する物品管理装置。
【請求項５】
　請求項１乃至４のいずれか一項に記載の物品管理装置において、
　前記取得手段は、前記物品および前記容器内に取り付けられた無線通信タグが保持する
前記物品識別情報または前記容器識別情報を取得する物品管理装置。
【請求項６】
　請求項１乃至５のいずれか一項に記載の物品管理装置において、
　前記取得手段は、前記物品および前記容器が保持するコードタグを撮像した撮像画像よ
り前記物品識別情報と前記容器識別情報を取得する物品管理装置。
【請求項７】
　請求項１乃至５のいずれか一項に記載の物品管理装置を有する物品管理システムであっ
て、
　無線通信タグと無線通信を行い、該無線通信タグが保持する前記物品識別情報または前
記容器識別情報を取得して、取得した情報を前記物品管理装置に送信する端末と、
　を備え、
　前記端末は、少なくとも前記容器の開閉部が開いているときと閉まっているときの少な
くとも１回ずつ前記無線通信タグと無線通信を行う物品管理システム。
【請求項８】
　請求項１乃至５のいずれか一項に記載の物品管理装置を有する物品管理システムであっ
て、
　無線通信タグと無線通信を行い、該無線通信タグが保持する前記物品識別情報または前
記容器識別情報を取得して、取得した情報を前記物品管理装置に送信する端末と、
　を備え、
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　前記端末は、前記無線通信タグとの信号強度が所定の閾値以上のときに、該無線通信タ
グの物品識別情報または容器識別情報を記憶する物品管理システム。
【請求項９】
　物品が保持する物品識別情報と開閉部を有する容器が保持する容器識別情報を紐付ける
ための物品管理方法であって、
　前記物品識別情報と前記容器識別情報を取得する取得工程と、
　前記取得工程が取得した情報が過去の取得時から追加または削減がないかを判別する判
別工程と、
　前記判別工程の結果から、前記物品識別情報と前記容器識別情報を紐付けて記憶する紐
付け工程と、
　を備え、
　前記紐付け工程は、前記判別工程が前回取得時から追加された前記物品識別情報と前記
容器識別情報、または削減された前記物品識別情報と前記容器識別情報を紐付けて記憶す
る物品管理方法。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、物品管理装置、物品管理システム、および物品管理方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　医薬品業界では、これまで、より良い物を安定的に作ることに関して改善をしてきた。
しかし、近年になって、医薬品の流通過程において医薬品の保存環境が守られていなかっ
たり、偽造品が混入したりするなどの問題が発生していた。
【０００３】
　このような状況に対して、ＧＤＰ(Good Distribution Practice)が制定されようとして
いる。このために、保存環境を管理する必要があり、その手段として温度測定器付きの容
器（保冷箱）を利用することが知られている（特許文献１）。
【０００４】
　この場合、容器に医薬品が入っている期間は、容器の蓋が閉じられている期間と考える
ことができる。しかし、容器自体に蓋の開閉を検知する機能が無いため、温度データを取
得できても、何時から何時まで医薬品が中に入っていたのかは分からない。
【０００５】
　他方、電波遮蔽性を有する包囲部材を備えた容器内にＲＦＩＤタグなどの通信機を取り
付け、外部の検知装置により通信機からの電波の検出が可能か否かに基づいて、容器の蓋
の開閉状態を検知するシステムがある（特許文献２）。
【０００６】
　このシステムでは、物品の出荷側で、ＧＰＳデータ取得機能およびネットワーク通信機
能を持つ検知装置により、容器の蓋を閉める前にタグＩＤを読み取り、ＧＰＳデータとと
もにサーバへ送信し、物品の着荷側で、容器の蓋を開けた時にタグＩＤを読み取り、ＧＰ
Ｓデータとともにサーバへ送信することで、サーバでは、物品の出荷場所、着荷場所、お
よび物品が容器に収納されていた期間を把握することができる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、特許文献２に記載されたシステムでは、複数の物品を複数の容器に収納
した場合、どの容器にどの物品が収納されたのかを判別できないという問題がある。
【０００８】
　本発明は、このような問題を解決するためになされたものであり、その目的は、複数の
物品を複数の容器に収納した場合でも、どの容器にどの物品が収納されたのかを判別でき
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るようにすることである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明は、物品が保持する物品識別情報と開閉部を有する容器が保持する容器識別情報
を紐付けるための物品管理装置であって、前記物品識別情報と前記容器識別情報を取得す
る取得手段と、前記取得手段が取得した情報が過去の取得時から追加または削減がないか
を判別する判別手段と、前記判別手段の結果から、前記物品識別情報と前記容器識別情報
を紐付けて記憶する紐付け手段と、を備え、前記紐付け手段は、前記判別手段が前回取得
時から追加された前記物品識別情報と前記容器識別情報、または削減された前記物品識別
情報と前記容器識別情報を紐付けて記憶する物品管理装置である。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、複数の物品を複数の容器に収納した場合でも、どの容器にどの物品が
収納されたのかを判別することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明の第１の実施形態に係る物品管理システムの全体構成を示す図である。
【図２】図１における端末のハードウェア構成を示すブロック図である。
【図３】図１におけるサーバのハードウェア構成を示すブロック図である。
【図４】図１における端末の機能構成を示すブロック図である。
【図５】図１におけるサーバの機能構成を示すブロック図である。
【図６】本発明の第１の実施形態に係る物品管理システムにおける判別コードの登録処理
の手順を示すフローチャートである。
【図７】本発明の第１の実施形態に係る物品管理システムにおける容器物品情報の登録処
理の手順を示すフローチャートである。
【図８】本発明の第１の実施形態に係る物品管理システムにおける出荷側の紐付け処理の
手順を示すフローチャートである。
【図９】本発明の第１の実施形態に係る物品管理システムにおける着荷側の紐付け処理の
手順を示すフローチャートである。
【図１０】本発明の第２の実施形態に係る物品管理システムの全体構成を示す図である。
【図１１】図１０におけるロガーのハードウェア構成を示すブロック図である。
【図１２】本発明の第２の実施形態に係る物品管理システムにおける物品保管条件設定処
理の手順を示すフローチャートである。
【図１３】本発明の第２の実施形態に係る物品管理システムにおける容器測定条件設定処
理の手順を示すフローチャートである。
【図１４】本発明の第２の実施形態に係る物品管理システムにおける容器物品情報の登録
処理の手順を示すフローチャートである。
【図１５】本発明の第２の実施形態に係る物品管理システムにおける出荷側の紐付け処理
の手順を示すフローチャートである。
【図１６】本発明の第２の実施形態に係る物品管理システムにおける着荷側の紐付け処理
の手順の一部を示すフローチャートである。
【図１７】本発明の第２の実施形態に係る物品管理システムにおける出荷側の紐付け処理
の手順の残りの部分、および良否判定処理の手順を示すフローチャートである。
【図１８】本発明の第３の実施形態に係る物品管理システムにおける判別コードの登録処
理の手順を示すフローチャートである。
【図１９】本発明の第３の実施形態に係る物品管理システムにおける容器物品情報の登録
処理の手順を示すフローチャートである。
【図２０】本発明の第３の実施形態に係る物品管理システムにおける出荷側の紐付け処理
の手順を示すフローチャートである。
【図２１】本発明の第３の実施形態に係る物品管理システムにおける着荷側の紐付け処理
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の手順を示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、本発明の実施形態について図面を参照して詳細に説明する。
　［第１の実施形態］
　〈物品管理システムの全体構成〉
　図１は、本発明の第１の実施形態に係る物品管理システムの全体構成を示す図である。
【００１３】
　本発明の第１の実施形態に係る物品管理システムは、物品７０の流通過程における各担
当者が操作する端末１０－１，１０－２と、物品管理装置としてのサーバ４０が通信ネッ
トワーク３０を介して接続された構成を有する。
【００１４】
　ここでは、端末１０－１は物品の出荷側の担当者が操作する端末、端末１０－２は物品
の着荷側の担当者が操作する端末であり、無線基地局３１により通信ネットワーク３０に
接続される。ただし、以下の説明では、特に区別する必要がある場合を除き、端末１０と
する。
【００１５】
　物品７０は、その外面に物品識別情報保持手段としてのＲＦＩＤタグ７１が取り付けら
れている。容器６０は、その外面が電波遮蔽性を持つ包囲部材（アルミニウムなどの金属
の薄膜）により囲まれた保冷箱であり、収納空間の内面に容器識別情報保持手段としての
ＲＦＩＤタグ６２が取り付けられている。なお、容器６０は、電波遮蔽性を持つ金属シー
トを容器６０の内面に貼り付けたものでもよい。
【００１６】
　端末１０はＲＦＩＤタグの読取機能を備えている。すなわち、ＲＦＩＤタグはタグＩＤ
を保持しており、端末１０は、ＲＦＩＤタグから送信される情報を受信し、受信した情報
に含まれているタグＩＤを読み取ることができる。ここで、ＲＦＩＤタグは、自ら電波を
放射して端末１０に送信するアクティブ型でもよいし、端末１０からの電波を受信して負
荷変調することにより情報を端末１０に送信するパッシブ型でもよい。
【００１７】
　本実施形態では、端末１０は、容器６０の蓋６１が開いた状態では、ＲＦＩＤタグ６２
に保持されているタグＩＤである容器識別情報（以下、容器ＩＤと記載することがある。
）、およびＲＦＩＤタグ７１に保持されているタグＩＤである物品識別情報（以下、物品
ＩＤと記載することがある。）の読取が可能である。しかし、端末１０は、蓋６１が閉じ
た状態では、ＲＦＩＤタグ６２，７１との間の電波の伝送路が容器６０の包囲部材により
遮断されるため、容器ＩＤおよび物品ＩＤの読取は不能である。
【００１８】
　サーバ４０は各種データベース（詳細については、図５を参照して後述する。）を内蔵
しており、端末１０との間で様々な情報の送受信を行う。
【００１９】
　次に、この物品管理システムの概略動作について説明する（詳細な動作については後述
する。）。なお、ここでは、便宜上、１つの容器６０を図示したが、実際には複数の容器
６０が存在するので、以下、複数の容器６０が存在するものとして説明する。
【００２０】
　物品の出荷側では、容器６０に物品を収納し、蓋６１が開いた状態で端末１０－１によ
りＲＦＩＤタグ６２，ＲＦＩＤタグ７１から容器ＩＤ，物品ＩＤを読み取り、サーバ４０
に送信する。図示された容器６０以外の容器６０についても同様である。
【００２１】
　次に蓋６１を閉め、端末１０－１により読み取ることのできた容器ＩＤおよび物品ＩＤ
をサーバ４０に送信する。このとき、図示された容器６０および物品７０については、容
器ＩＤおよび物品ＩＤを読み取ることはできず、他に蓋６１が開いた状態の容器６０があ
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れば、その容器ＩＤが読み取られ、サーバ４０に送信される。また、その容器６０に収納
された物品７０の物品ＩＤ、および未収納の物品７０の物品ＩＤもサーバ４０に送信され
る。
【００２２】
　サーバ４０は、前回受信した容器ＩＤおよび物品ＩＤと、今回受信した容器ＩＤおよび
物品ＩＤとを比較する。そして、前回読み取ることができ、かつ今回読み取ることができ
なかった容器ＩＤと物品ＩＤ、すなわち、読取可能から読取不能に変化した容器ＩＤと物
品ＩＤは、蓋６１が閉められた容器６０の容器ＩＤとその容器６０に収納された物品７０
の物品ＩＤであると判断し、その容器ＩＤと物品ＩＤを紐付けてデータベースに格納する
。
【００２３】
　蓋６１が閉められた容器６０は、トラックなどにより着荷側に運搬される。着荷側では
、到着した容器６０の蓋６１を開ける前に、端末１０－２により読み取ることのできた容
器ＩＤおよび物品ＩＤをサーバ４０に送信する。蓋６１が閉じた状態では読み取りが不可
能であるため、空白のデータが送信される。
【００２４】
　次に蓋６１を開け、読み取ることのできた容器ＩＤおよび物品ＩＤをサーバ４０に送信
する。サーバ４０は、今回読み取ることができるようになった容器ＩＤと物品ＩＤ、すな
わち、読取不能から読取可能に変化した容器ＩＤと物品ＩＤは、蓋６１が開けられた容器
６０の容器ＩＤとその容器６０に収納されて運搬された物品７０の物品ＩＤであると判断
し、それらを紐付ける。
【００２５】
　つまり、出荷側では、容器６０の蓋６１を閉める前後に検出される容器ＩＤおよび物品
ＩＤの差分により、着荷側では、容器６０の蓋６１を開ける前後に検出される容器ＩＤお
よび物品ＩＤの差分により、容器ＩＤと物品ＩＤの紐付けが可能である。
【００２６】
　〈端末のハードウェア構成〉
　図２は、端末１０のハードウェア構成を示すブロック図である。この端末１０は、スマ
ートフォンやタブレットなどの携帯型の端末である。
【００２７】
　図示のように、端末１０は、バス１００と、それぞれがバス１００に接続されたＣＰＵ
１０１、ＲＡＭ１０２、ＲＯＭ１０３ａおよびフラッシュメモリ１０３ｂなどの記憶部１
０３、マイク１０５、スピーカ１０６、ディスプレイ１０７、キー１０８、カメラ１０９
、ＲＦＩＤ通信回路１１０、および無線回路１１１を備えている。
【００２８】
　ＣＰＵ１０１は端末１０の全体を制御するプロセッサである。ＲＡＭ１０２はＣＰＵ１
０１が各種処理を実行するときにワークエリアとなるメモリである。ＲＯＭ１０３ａはＯ
Ｓ（オペレーティング・システム）などの基本プログラムや固定データを記憶するメモリ
である。フラッシュメモリ１０３ｂは、サーバ４０との通信に使用するプログラムやデー
タなどを記憶するメモリである。
【００２９】
　マイク１０５は、操作者の音声や周囲の音を音声信号に変換する手段であり、スピーカ
１０６は、操作者に対する音声メッセージや通話中の相手の音声などを出力する手段であ
る。
【００３０】
　ディスプレイ１０７は、端末１０の動作状態、キー１０８から入力された情報、カメラ
１０９で撮影している映像などを表示するＬＣＤ等の表示装置である。キー１０８は、ユ
ーザがこの端末１０を操作するための各種キーである。カメラ１０９は静止画や動画を撮
影するための画像入力手段である。
【００３１】
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　ＲＦＩＤ通信回路１１０は、本実施形態におけるＲＦＩＤタグや後述する第２の実施形
態におけるロガーと無線通信を行うための回路である。無線回路１１１は、無線基地局３
１を介して端末１０を通信ネットワーク３０に接続する手段である。
【００３２】
　〈サーバのハードウェア構成〉
　図３は、サーバ４０のハードウェア構成を示すブロック図である。
　図示のように、サーバ４０は、バス４００と、それぞれがバス４００に接続されたＣＰ
Ｕ４０１、ＲＡＭ４０２、ＲＯＭ４０３ａおよびＨＤＤ（ハードディスクドライブ）４０
３ｂなどの記憶部４０３、入力部４０５、出力部４０６、通信部４０７、および外部Ｉ／
Ｆ４０８を備えている。
【００３３】
　ＣＰＵ４０１はサーバ４０の全体を制御するプロセッサである。ＲＡＭ４０２はＣＰＵ
４０１が各種処理を実行するときにワークエリアとなるメモリである。ＲＯＭ４０３ａは
ＯＳなどの基本プログラムや固定データを記憶するメモリである。ＨＤＤ４０３ｂは、各
種データベース、および物品管理プログラムなどを記憶する外部記憶装置である。
【００３４】
　入力部４０５は、キーボードやマウスなどからなる、このサーバ４０を操作するための
手段である。出力部４０６は、サーバ４０の動作状態、入力部４０５から入力された情報
などを表示するディスプレイや、各種データを印刷するプリンタなどである。
【００３５】
　通信部４０７は、サーバ４０で生成された各種データを通信ネットワーク３０経由で端
末１０へ送信したり、端末１０から送信されたデータを通信ネットワーク３０経由で受信
したりするＮＩＣ（ネットワーク・インタフェース・カード）などである。
【００３６】
　外部Ｉ／Ｆ４０８は、ＣＤ－ＲＯＭ、ＤＶＤ－ＲＯＭ、ＵＳＢメモリなどのリムーバブ
ル記録媒体や記憶媒体の接続手段である。
【００３７】
　〈端末の機能構成〉
　図４は、端末１０の機能構成を示すブロック図である。
　図示のように、端末１０は、情報入力部１１、情報送受信部１２、情報記憶部１３、情
報表示部１４、および情報処理部１５を備えている。
【００３８】
　情報入力部１１は、キー１０８からの情報の手入力や、マイク１０５およびカメラ１０
９からの電気信号の情報を受け付ける機能を有する。情報送受信部１２は、ＲＦＩＤ通信
回路１１０、および無線回路１１１を介して情報を送受信する機能を有する。情報記憶部
１３は、情報入力部１１から入力された情報、および情報送受信部１２で受信された情報
の書き込み／読み出し機能を有する。情報表示部１４は、情報入力部１１から入力された
情報、情報送受信部１２で受信された情報、および情報記憶部１３から読み出された情報
を表示する機能を有する。情報処理部１５は、上記各部の制御、上記各部の間の情報の転
送制御、および各種情報処理を行う機能を有する。
【００３９】
　〈サーバの機能構成〉
　図５は、サーバ４０の機能構成を示すブロック図である。
　図示のように、サーバ４０は、通信部４１、管理部４２、容器・物品情報ＤＢ（データ
ベース）４３、物品保管情報ＤＢ４４、環境情報ＤＢ４５、配送情報ＤＢ４６を備えてい
る。また、管理部４２は、データ処理や制御を行う機能を有しており、容器・物品情報管
理部４２ａ、物品保管条件管理部４２ｂ、環境情報管理部４２ｃ、および配送情報管理部
４２ｄを備えている。
【００４０】
　ここで、物品保管条件管理部４２ｂ、環境情報管理部４２ｃ、およびそれぞれに対応す
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る物品保管情報ＤＢ４４、環境情報ＤＢ４５は、後述する第２の実施形態に係る物品管理
システムでのみ使用するものであり、本実施形態および後述する第３の実施形態では不要
なブロックである。したがって、本実施形態および第３の実施形態におけるサーバ４０の
機能構成は、これらのブロックを除去したものでよいが、便宜上、物品管理装置としての
サーバ４０の機能構成は各実施形態について共通のものとした。
【００４１】
　通信部４１は、通信ネットワーク３０を介して外部装置とデータ通信を行う機能を有す
る。容器・物品情報管理部４２ａは、容器６０の判別コード、物品７０の判別コード、後
述する第２の実施形態におけるロガーの判別コード、ＲＦＩＤタグ６２のタグＩＤ、ＲＦ
ＩＤタグ７１のタグＩＤなど管理する機能を有する。物品保管情報管理部４２ｂは、流通
段階における物品の保管条件（上限温度／下限温度）を管理する機能を有する。環境情報
管理部４２ｃは、流通段階における物品の環境情報の測定条件の管理および測定データの
管理を行う機能を有する。配送情報管理部４２ｄは、物品の配送情報を管理する機能を有
する。各管理部の動作の詳細については後述する。
【００４２】
　容器・物品情報ＤＢ４３、物品保管情報ＤＢ４４、環境情報ＤＢ４５、配送情報ＤＢ４
６は、それぞれ対応する管理部が処理に際して参照・更新するデータベースである。なお
、サーバ４０内にＤＢ４３～４６を含む構成を図示したが、ＤＢ４３～４６は別のデータ
ベースサーバ等に配置してもよい。
【００４３】
　〈物品管理システムの動作〉
　以上の構成を備えた物品管理システムの詳細な動作について、「判別コードの登録処理
」、「容器物品情報の登録処理」、「出荷側の紐付け処理」、「着荷側の紐付け処理」の
順に説明する。
【００４４】
　《判別コードの登録処理》
　この処理は、予め物品と容器を判別可能なコードを決めて、サーバ４０に保存する処理
である。
【００４５】
　図６は、判別コードの登録処理の手順を示すフローチャートである。
　端末１０は、例えば出荷側の担当者により決定された判別コードが入力されると（ステ
ップＳ１）、入力された判別コードをサーバ４０へ送信する（ステップＳ２）。
【００４６】
　サーバ４０は、判別コードを受信し（ステップＳ３）、容器・物品情報ＤＢ４３に記録
（格納）し、記録が完了したことを端末１０へ送信する（ステップＳ４）。端末１０は、
記録の完了の通知を受信し、表示する（ステップＳ５）。
【００４７】
　表１に判別コードの一例を示す。
【表１】

　ここでは、容器の判別コードを１、物品の判別コードを０とした。
【００４８】
　《容器物品情報の登録処理》
　この処理は、ＲＦＩＤタグ６２が取り付けられた容器６０、ＲＦＩＤタグ７１が取り付
けられた物品７０に対して、ＲＦＩＤタグ６２，７１の存在と、ＲＦＩＤタグ６２，７１
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であることを確認するために、サーバ４０に登録する処理である。この処理は、出荷側の
端末１０－１を使用して行われる。
【００４９】
　表２に容器物品情報の一例を示す。
【表２】

　この表に示すように、容器物品情報は、タグＩＤと判別コードからなる。タグＩＤとし
ては、タグのメーカーが製造時に記録した識別番号であるＵＩＤを用いることが好適であ
る。ＵＩＤとは別のＩＤを用いる場合、別途ＲＦＩＤタグにＩＤを書き込んでおく必要が
ある。ここでは、物品のタグＩＤは先頭にＢ、容器のタグＩＤは先頭にＬを有するものと
した。判別コードは、後述する図７に示す手順により、端末１０－１から出荷側の担当者
により入力されるものである。
【００５０】
　図７は、容器物品情報の登録処理の手順を示すフローチャートである。なお、この図の
左端に図示されている処理の主体は、「容器６０に取り付けられたＲＦＩＤタグ６２、物
品７０に取り付けられたＲＦＩＤタグ７１」であるが、説明の便宜上、「容器、物品」と
した。
【００５１】
　端末１０－１は、容器６０、物品７０に対して、ＩＤ送信指示を送信する（ステップＳ
１１）。容器６０、物品７０は、ＩＤ送信指示を受信し（ステップＳ１２）、それぞれの
タグＩＤを送信する（ステップＳ１３）。端末１０－１は、タグＩＤを受信し、表示する
（ステップＳ１４）。
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　このように、ＩＤ発行時に容器と物品を判別できるようにすることで、判別コードが不
要になり、サーバ側でＩＤから容器か物品かを判別することができる。したがって、バー
コードなどのＩＤを容器と物品とを判別できるようにしておくことで、後述する変形例（
７）のように、無線の遮断だけでなく、バーコードの有無でも容器と物品との紐付けがで
きるようになる。
【００５２】
　担当者は表示されたタグＩＤの先頭を見て、そのタグＩＤが容器ＩＤなのか物品ＩＤな
のかを確認して、判別コードを入力する。判別コードは図６に示した手順で登録されたも
のであり、「物品：０」、「容器：１」である。端末１０－１は、入力された判別コード
を容器６０、物品７０へ送信する（ステップＳ１５）。
【００５３】
　容器６０、物品７０は、判別コードを受信し、メモリ（ＲＦＩＤタグの内部メモリ）に
書き込む（ステップＳ１６）。この結果、容器６０および物品７０は、容器物品情報を保
持することになる。容器６０、物品７０は、判別コードの書き込み完了の通知を端末１０
－１へ送信し（ステップＳ１７）、端末１０－１は、書き込み完了の通知を受信する（ス
テップ１８）。
【００５４】
　次に端末１０－１は、容器物品情報をサーバ４０へ送信する（ステップＳ１９）。サー
バ４０は、容器物品情報を受信し（ステップＳ１９ａ）、容器・物品情報ＤＢ４３に記録
（格納）し、記録完了の通知を端末１０－１へ送信する（ステップＳ２０）。端末１０－
１は、記録完了の通知を受信し、データが正しくサーバ４０に記録されたことを表示する
（ステップＳ２０ａ）。
【００５５】
　《出荷側の紐付け処理》
　図８は、出荷側の紐付け処理の手順を示すフローチャートである。この処理では、出荷
側の容器ＩＤと物品ＩＤを紐付ける処理、すなわち、どの容器にどの物品が収納されたか
を表す情報をサーバ４０に登録する処理である。
【００５６】
　まず端末１０－１は、容器物品情報の受信回数のカウント値（以下、単に受信回数とい
う）を０に設定する（ステップＳ２１）。次に端末１０－１は、出荷区域にある容器６０
および物品７０に対して、容器物品情報の送信指示を行う（ステップＳ２２）。
【００５７】
　容器６０および物品７０は、容器物品情報の送信指示を受信し（ステップＳ２３）、容
器物品情報を端末１０－１へ送信する（ステップＳ２４）。端末１０－１は、容器物品情
報を受信し（ステップＳ２５）、受信回数に１を加える（ステップＳ２６）。この結果、
受信回数は１となる。
【００５８】
　端末１０－１が受信した容器物品情報を表３に示す。



(11) JP 2017-122004 A 2017.7.13

10

20

30

【表３】

【００５９】
　次に端末１０－１は、受信した容器物品情報、および受信回数をサーバ４０へ送信する
（ステップＳ２７）。サーバ４０は、容器物品情報および受信回数を受信し、メモリ（Ｒ
ＡＭ４０２）に格納する（ステップＳ２８）。
【００６０】
　次にサーバ４０は、受信回数が１であるか１より大きいかを判定する（ステップＳ２９
）。ここでは、受信回数が１であるため、端末１０－１に対して、容器物品情報の取得（
ステップＳ２２の実行）を指示する。
【００６１】
　作業者は、容器６０に物品７０を収納し、蓋６１を閉める。例えば容器ＩＤがＬ０００
０３の容器６０に物品ＩＤがＢ００００５、Ｂ００００６、Ｂ０００１１、Ｂ０００１２
の物品７０を収納したものとする。
【００６２】
　このように物品７０を容器６０に収納し、蓋６１を閉めた後に、ステップＳ２２～Ｓ２
５が実行され、端末１０－１が受信した容器物品情報は表４に示すものとなる。
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【表４】

　つまり、容器ＩＤ＝Ｌ００００３、物品ＩＤ＝Ｂ００００５、Ｂ００００６、Ｂ０００
１１、Ｂ０００１２を有するＲＦＩＤタグは、端末１０－１と通信不能になるため、これ
らの容器ＩＤまたは物品ＩＤを有する容器物品情報を表３に示す容器物品情報から除去し
たものとなる。
【００６３】
　次に端末１０－１は、受信回数に１を加え（ステップＳ２６）、受信した容器物品情報
、および受信回数（ここでは２）をサーバ４０へ送信する（ステップＳ２７）。サーバ４
０は、容器物品情報および受信回数を受信し、メモリに格納する（ステップＳ２８）。
【００６４】
　次にサーバ４０は、受信回数が１であるか１より大きいかを判定する（ステップＳ２９
）。今回は受信回数が２であるため、前回取得（メモリに格納）した容器物品情報と、今
回新たに取得した容器物品情報とを比較する（ステップＳ３０）。
【００６５】
　そして、比較の結果、読めなくなった容器物品情報を抽出する（ステップＳ３１）。こ
こでは、表３に示す容器物品情報と表４に示す容器物品情報の差分の容器物品情報である
下記の表５に示す容器物品情報が抽出される。
【表５】

【００６６】
　次に、サーバ４０は、抽出された容器物品情報の中から、容器の判別コード（＝１）を
有する容器物品情報を抽出する（ステップＳ３２）。表５の中で判別コード（＝１）を含
む容器物品情報は容器ＩＤ＝ＬＤ００００３を有する容器物品情報であるから、ここでは
、下記の表６に示す容器物品情報が抽出される。
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【表６】

【００６７】
　次に、ステップＳ３２で抽出された容器物品情報の中に容器の判別コードを有する容器
物品情報があるか否か、換言すれば、容器の判別コードを有する容器物品情報が抽出され
たか否かを判定する（ステップＳ３３）。ここでは、表６に示す容器物品情報が抽出され
たので、あると判定される。
【００６８】
　次にサーバ４０は、容器の判別コードを有する容器物品情報中のタグＩＤ（容器ＩＤ）
と、物品の判別コードを有する容器物品情報のタグＩＤ（物品ＩＤ）とを紐付け（ステッ
プＳ３４）、紐付け結果を容器・物品対応表として、容器・物品情報ＤＢ４３に追記する
（ステップＳ３５）。下記の表７に紐付け結果の一例を示す。

【表７】

【００６９】
　次にサーバ４０は、ステップＳ３０で読めた容器物品情報（表４）の中に容器の判別コ
ード（＝１）があるか否かを判定する（ステップＳ３６）。判定の結果、ある場合は、端
末１０－１に対して、容器物品情報の取得（ステップＳ２２の実行）を指示する。ここで
は、表４に示す容器物品情報の中に下記の表８に示す容器物品情報があるので、サーバ４
０は端末１０－１に対して、容器物品情報の取得を指示する。

【表８】

【００７０】
　ステップＳ３６で「なし」と判定されるまで、ステップＳ２２～Ｓ３６の処理が繰り返
される。そして、「なし」と判定された場合、サーバ４０は端末１０－１に対して、紐付
けの完了の通知を送信し（ステップＳ３７）、端末１０－１は紐付け完了の通知を受信し
、表示する（ステップＳ３８）。ここでは、紐付けが完了すると、容器・物品情報ＤＢ４
３には下記の表９に示す容器・物品対応情報が格納される。
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【表９】

【００７１】
　これにより、複数のタグＩＤが読めてしまう環境でも、容器６０のタグＩＤと、その容
器６０に収納された物品７０のタグＩＤとを一意に紐付けることができる。したがって、
複数の物品を複数の容器に収納した場合でも、どの容器にどの物品が収納されたのかを判
別することができる。
　以上説明した図８において、サーバが実行する処理のうち、端末との間の通信は通信部
４１が実行し、サーバ内の処理は管理部４０内の容器・物品情報管理部４２ａが実行する
。つまり、通信部４１および容器・物品情報管理部４２ａが本発明（請求項１）における
取得手段に対応し、容器・物品情報管理部４２ａが本発明における判別手段および紐付け
手段に対応する。
【００７２】
　《着荷側の紐付け処理》
　図９は、着荷側の紐付け処理の手順を示すフローチャートである。この処理では、着荷
側で容器ＩＤと、物品ＩＤを紐付ける処理、すなわち、着荷側で蓋６１を開けたどの容器
６０にどの物品７０が収納されていたかを表す情報をサーバ４０に登録する処理である。
【００７３】
　着荷側の担当者（以下、受入担当者）は、容器６０が到着する前に、着荷予定の物品数
または容器数をサーバ４０に問い合わせるため、端末１０－２から配送数送信指示を送信
する（ステップＳ４１）。
【００７４】
　サーバ４０は、配送数送信指示を受信すると（ステップＳ４２）、配送情報ＤＢ４６か
ら物品数または容器数を読み出し、端末１０－２へ送信する（ステップＳ４３）。端末１
０－２は、配送数を受信し、未検出数としてメモリ（ＲＡＭ１０２）に格納する（ステッ
プＳ４４）。ここでは、下記の表１０に示す物品数（＝１２）または容器数（＝３）が格
納されたものとする。
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【表１０】

【００７５】
　次に端末１０－２は、受信回数を０に設定し（ステップＳ４５）、着荷区域にある容器
６０および物品７０に対して、容器物品情報の送信指示を行う（ステップＳ４６）。容器
物品情報の送信指示を受信した容器６０、物品７０は（ステップＳ４７）、端末１０－２
に対して、容器物品情報を送信する（ステップＳ４８）。端末１０－２は、容器物品情報
を受信する（ステップＳ４９）。
【００７６】
　ただし、まだ受入担当者が容器６０の蓋６１を開けていないため、端末１０－２と通信
可能な容器６０（厳密にはＲＦＩＤタグ６２）も物品７０（厳密にはＲＦＩＤタグ７１）
も存在しないため、容器物品情報は下記の表１１に示すように空白となる。
【表１１】

【００７７】
　端末１０－２は、受信回数に１を加える（ステップＳ５０）。この結果、受信回数は１
となる。次に端末１０－２は、受信した容器物品情報（空白）、および受信回数（＝１）
をサーバ４０へ送信する（ステップＳ５１）。
【００７８】
　サーバ４０は、容器物品情報および受信回数を受信し、メモリ（ＲＡＭ４０２）に格納
する（ステップＳ５２）。次にサーバ４０は、受信回数が１であるか１より大きいかを判
定する（ステップＳ５３）。ここでは、受信回数が１であるため、端末１０－２に対して
、容器物品情報の取得（ステップＳ４６の実行）を指示する。
【００７９】
　受入担当者は、容器６０の蓋６１を開ける。この結果、端末１０－２は、ＲＦＩＤタグ
６２およびＲＦＩＤタグ７１と通信可能になる。したがって、端末１０－２が容器６０、
物品７０に対して、容器物品情報の送信指示を行うと（ステップＳ４６）、容器６０、物
品７０は、容器物品情報送信指示を受信し（ステップＳ４７）、それぞれが保持している
容器物品情報を端末１０－２へ送信する（ステップＳ４８）。ここでは、下記の表１２に
示す容器物品情報が送信されたものとする。
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【表１２】

【００８０】
　この表に示す容器物品情報の場合、容器ＩＤ＝Ｌ００００１の容器６０の蓋６１が開き
、その内部に物品ＩＤ＝Ｂ００００１，Ｂ００００２，Ｂ００００３，Ｂ００００４の物
品が収納されていたことになる。
【００８１】
　端末１０－２は、容器物品情報を受信し（ステップＳ４９）、受信回数に１を加え（ス
テップＳ５０）、容器物品情報と受信回数をサーバ４０へ送信する（ステップＳ５１）。
サーバ４０は、容器物品情報および受信回数を受信し、メモリ（ＲＡＭ４０２）に格納す
る（ステップＳ５２）。
【００８２】
　次にサーバ４０は、受信回数が１であるか１より大きいかを判定する（ステップＳ５３
）。今回は受信回数が２であるため、前回取得した容器物品情報と今回新たに取得した容
器物品情報とを比較する（ステップＳ５４）。
【００８３】
　そして、比較の結果、新たに読めた容器物品情報を抽出する（ステップＳ５５）。ここ
では、表１１に示す容器物品情報（空白）と表１２に示す容器物品情報の差分の容器物品
情報、すなわち表１２に示す容器物品情報が抽出される。
【００８４】
　次にサーバ４０は、抽出された容器物品情報の中から、容器の判別コード（＝１）を有
する容器物品情報を抽出する（ステップＳ５６）。ここでは、下記の表１３に示す容器物
品情報が抽出される。

【表１３】

【００８５】
　次にサーバ４０は、ステップＳ５６で抽出された容器物品情報の中に容器の判別コード
（＝１）があるか否かを判定する（ステップＳ５７）。
【００８６】
　ここでは、表１３に示す容器物品対応表が抽出されたので、あると判定され、ステップ
Ｓ５８に進んで、容器ＩＤと物品ＩＤの紐付けを行う。これにより、下記の表１４に示す
容器・物品対応表が作成される、容器・物品情報ＤＢ４３に格納される。
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【表１４】

【００８７】
　一方、容器の判別コード（＝１）がなかった場合は、再度、端末１０－２に対して、容
器物品情報の取得（ステップＳ４６の実行）を指示する。
【００８８】
　サーバ４０は、容器ＩＤと物品ＩＤの紐付け（ステップＳ５８）の後、未検出の物品数
または容器数を算出し（ステップＳ５９）、未検出数が０であるか正であるかを判定する
（ステップＳ６０）。
【００８９】
　ここでは、前回の未検出数が表１０に示すものであり、今回の検出数が表１２より下記
の表１５となる。
【表１５】

【００９０】
　したがって、現在の未検出数は、表１０と表１５の差分である下記の表１６のようにな
る。

【表１６】

【００９１】
　このため、未検出数が正と判定され、サーバ４０は、再度、端末１０－２に対して、容
器物品情報の取得（ステップＳ４６の実行）を指示する。
【００９２】
　着荷予定の全ての容器６０または物品７０が検出されると、未検出数が０と判定される
ので、サーバ４０は、端末１０－２に対して、紐付け完了の通知を送信する（ステップＳ
６１）。端末１０－２は、紐付け完了の通知を受信し、表示する（ステップＳ６２）。紐
付けの完了により、下記の表１７に示す容器・物品対応表が容器・物品情報ＤＢ４３に格
納される。
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【表１７】

【００９３】
　この表に示す容器・物品対応情報より、複数のタグＩＤが読めてしまう環境でも、容器
６０のタグＩＤと、その容器６０に収納された物品７０のタグＩＤとを一意に紐付けるこ
とができる。したがって、複数の物品が複数の容器に収納されていた場合でも、どの容器
にどの物品が収納されていたかを判別することができる。
　以上説明した図９において、サーバが実行する処理のうち、端末との間の通信は通信部
４１が実行し、サーバ内の処理は管理部４０内の容器・物品情報管理部４２ａが実行する
。つまり、通信部４１および容器・物品情報管理部４２ａが本発明における取得手段に対
応し、容器・物品情報管理部４２ａが本発明における判別手段、および紐付け手段に対応
する。
【００９４】
　［第２の実施形態］
　〈物品管理システムの全体構成〉
　図１０は、本発明の第２の実施形態に係る物品管理システムの全体構成を示す図である
。この図において、第１の実施形態（図１）と同一または対応部分には図１と同じ参照符
号が付されている。
【００９５】
　第１の実施形態に係る物品管理システムと比較した第２の実施形態に係る物品管理シス
テムの主な特徴は下記（１）～（６）である。
　（１）環境情報取得装置としてのロガー８０が取り付けられた容器６０を用い、出荷か
ら着荷までの容器６０内の環境情報としての温度を一定時間毎に取得する。
　（２）ロガー８０は、ロガーＩＤ、判別コード、および製品情報（製品名/商品コード
、製造番号、使用開始日/有効期限）を保持する。
　（３）物品７０に取り付けられたＲＦＩＤタグ７１も、タグＩＤ（物品ＩＤ）、判別コ
ード、および製品情報（製品名/商品コード、製造番号、使用開始日/有効期限）を保持す
る。
　（４）ＩＤ（ロガーＩＤ、物品ＩＤ）、判別コード、および製品情報（製品名/商品コ
ード、製造番号、使用開始日/有効期限）を容器物品情報とする。
　（５）出荷時刻、着荷時刻を記録する。
　（６）出荷から着荷までの環境情報と予め定められた保管条件とを比較し、良否判定を



(19) JP 2017-122004 A 2017.7.13

10

20

30

40

行う。
【００９６】
　以下、これらの特徴を中心に、本発明の第２の実施形態に係る物品管理システムについ
て説明する。端末１０－１、端末１０－２、サーバ４０などのハードウェア構成および機
能構成は、第１の実施形態と同じであるため、説明を省略する。
【００９７】
　〈ロガーのハードウェア構成〉
　図１１は、図１０におけるロガーのハードウェア構成を示すブロック図である。
　ロガー８０は、バス８００と、それぞれがバス８００に接続された接続されたＣＰＵ８
０１、ＲＡＭ８０２、ＲＯＭ８０３ａおよびフラッシュメモリ８０３ｂなどの記憶部８０
３、表示部８０４、入力部８０５、温度取得部８０６、時刻取得部８０７、およびＲＦＩ
Ｄ通信回路８０８を備えている。
【００９８】
　ＣＰＵ８０１はロガー８０の全体を制御するプロセッサである。ＲＡＭ８０２はＣＰＵ
８０１が各種処理を実行するときにワークエリアとなるメモリである。ＲＯＭ８０３ａは
ＯＳ（オペレーティング・システム）などの基本プログラムや固定データを記憶するメモ
リである。フラッシュメモリ８０３ｂは、サーバ４０との通信に使用するプログラムやロ
ガーＩＤ、判別コード、および製品情報などのデータなどを保持するメモリである。
【００９９】
　表示部８０４は、ロガー８０の動作状態や入力部８０５からの入力情報などを表示する
ＬＣＤ等の表示装置である。入力部８０５は、ユーザがこのロガー８０を操作するための
各種キーである。
【０１００】
　温度取得部８０６は温度を測定し、温度情報を取得する手段であり、時刻取得部８０７
は時刻情報を取得する手段である。ＲＦＩＤ通信回路８０８は、他のＲＦＩＤ通信回路（
本実施形態では端末１０内のＲＦＩＤ通信回路１１０）との間で無線通信を行う手段であ
る。
【０１０１】
　〈物品管理システムの動作〉
　以上の構成を備えた物品管理システムの詳細な動作について、「判別コードの登録処理
」、「物品保管条件の設定処理」、「容器物品情報の登録処理」、「出荷側の紐付け処理
」、「着荷側の紐付け処理および良否判定処理」の順に説明する。
【０１０２】
　《判別コードの登録処理》
　この処理の内容は第１の実施形態（図６）と同じである。
【０１０３】
　《物品保管条件の設定処理》
　この処理は、出荷担当者が物品の発送の前に、物品の保管条件として、運搬中の上限温
度と下限温度をサーバ４０に登録する処理である。
【０１０４】
　図１２は、物品保管条件設定処理の手順を示すフローチャートである。
　端末１０－１は、担当者により決定された物品保管条件が入力されると（ステップＳ１
０１）、入力された物品保管条件をサーバ４０へ送信する（ステップＳ１０２）。サーバ
４０は、物品保管条件を受信し（ステップＳ１０３）、物品保管情報ＤＢ４４に記録（格
納）し、記録が完了したことを端末１０－１へ送信する（ステップＳ１０４）。端末１０
－１は、記録の完了の通知を受信し、表示する（ステップＳ１０５）。
【０１０５】
　下記の表１８に物品保管条件の一例を示す。ここでは、物品保管条件は、商品コード、
温度の上限値および下限値からなる。
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【表１８】

【０１０６】
　《容器測定条件の設定処理》
　出荷側の担当者は、新たにロガーが搭載された容器６０を購入した際、ロガー８０の測
定条件をサーバ４０に登録する。
【０１０７】
　図１３は、容器測定条件の設定処理の手順を示すフローチャートである。
　端末１０－１は、担当者により決定された容器測定条件が入力されると（ステップＳ１
１１）、入力された容器測定条件をサーバ４０へ送信する（ステップＳ１１２）。サーバ
４０は、容器測定条件を受信し（ステップＳ１１３）、環境情報ＤＢ４５に記録（格納）
し、記録が完了したことを端末１０－１へ送信する（ステップＳ１１４）。端末１０－１
は、記録完了の通知を受信し、表示する（ステップＳ１１５）。
【０１０８】
　容器測定条件の一例を下記の表１９に示す。

【表１９】

　ここでは、容器測定条件は、ロガー８０の製品名、測定間隔、およびメモリ数（測定値
の最大記憶可能数）からなる。
【０１０９】
　《容器物品情報の登録処理》
　第１の実施形態では、容器物品情報がＩＤ（容器ＩＤ、物品ＩＤ）と判別コード（容器
＝１、物品＝０）からなるのに対し、第２の実施形態では、ＩＤ（ロガーＩＤ、物品ＩＤ
）、判別コード（ロガー＝１、物品＝０）、製品情報（商品名/商品コード、製造番号、
使用開始日/有効期限）からなる。
【０１１０】
　なお、この図の左側に図示されている処理の主体は、「容器６０に取り付けられたロガ
ー８０、物品７０に取り付けられたＲＦＩＤタグ７１」であるが、説明の便宜上、「容器
、物品」とした。また、以後の説明では、ロガーＩＤを容器ＩＤとし、容器ＩＤ＋判別コ
ードを容器情報とする。
【０１１１】
　下記の表２０に容器物品情報の一例を示す。
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【表２０】

　この表に示すように、第１の実施形態と同様に、物品ＩＤは先頭にＢ、容器ＩＤは先頭
にＬを有するものとした。判別コードは、後述する図１４に示す手順により、端末１０－
１から出荷側の担当者により入力されるものである。
【０１１２】
　図１４は、容器物品情報の登録処理の手順を示すフローチャートである。
　端末１０－１は、容器６０、物品７０に対して、ＩＤ送信指示を送信する（ステップＳ
１２１）。容器６０、物品７０は、ＩＤ送信指示を受信し（ステップＳ１２２）、それぞ
れのタグＩＤを送信する（ステップＳ１２３）。端末１０－１は、タグＩＤを受信するし
、表示する（ステップＳ１２４）。
【０１１３】
　次に、担当者は表示されたタグＩＤの先頭を見て、そのタグＩＤが容器ＩＤなのか物品
ＩＤなのかを確認して、判別コードおよび製品情報を入力し、容器６０、物品７０へ送信
する（ステップＳ１２５）。判別コードは図６に示した手順で登録されたものであり、「
物品：０」、「容器：１」である。また、製品情報は担当者が物品を見て入力する。
【０１１４】
　容器６０、物品７０は、判別コードおよび製品情報を受信し、メモリ（ロガー８０内の
記憶部８０４、ＲＦＩＤタグ７１の内部メモリ）に書き込む（ステップＳ１２６）。この
結果、容器６０および物品７０は、容器物品情報を保持することになる。
【０１１５】
　容器６０、物品７０は、判別コードおよび製品情報の書き込みの後、書き込み完了の通
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知を端末１０－１へ送信し（ステップＳ１２７）、端末１０－１は、書き込み完了の通知
を受信する（ステップＳ１２８）。
【０１１６】
　次に端末１０－１は、容器物品情報（タグＩＤ、判別コード、製品情報）をサーバ４０
へ送信する（ステップＳ１２９）。サーバ４０は、容器物品情報を受信し（ステップＳ１
３０）、容器・物品情報ＤＢ４３に記録（格納）し、記録完了の通知を端末１０－１へ送
信する（ステップＳ１３１）。端末１０－１は、記録完了の通知を受信し、データが正し
くサーバ４０に記録されたことを表示する（ステップＳ１３２）。
【０１１７】
　《出荷時の紐付け処理》
　第１の実施形態と同様に、出荷側で容器ＩＤと、物品ＩＤを紐付ける処理、すなわち、
どの容器にどの物品が収納されたかを表す情報をサーバ４０に登録する処理を行う。
【０１１８】
　図１５は、出荷側の紐付け処理の手順を示すフローチャートである。この図において、
ステップＳ１４１～Ｓ１４６は、容器物品情報が製品情報を含むこと以外は、図８（第１
の実施形態）におけるステップＳ２１～Ｓ２６と同じである。
【０１１９】
　次に端末１０－１は、容器物品情報、受信回数、および現在時刻をサーバ４０へ送信す
る（ステップＳ１４７）。サーバ４０は、容器物品情報、受信回数、および現在時刻を受
信し、メモリ（ＲＡＭ４０２）に格納する（ステップＳ１４８）。なお、現在時刻は、端
末１０－１で生成してもよいし、サーバ４０で生成してもよい。
【０１２０】
　下記の表２１にメモリに格納された容器物品情報の一例を示す。
【表２１】

　このとき、受信回数は１である。また、現在時刻は2015/09/15/10:00とする。
【０１２１】
　次にサーバ４０は、受信回数が１であるか１より大きいかを判定する（ステップＳ１４
９）。ここでは、受信回数が１であるため、端末１０－１に対して、容器物品情報の取得
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【０１２２】
　作業者は、容器６０に物品７０を収納し、蓋６１を閉める。例えば容器ＩＤがＬ０００
０３の容器６０に物品ＩＤがＢ００００５、Ｂ００００６、Ｂ０００１１、Ｂ０００１２
の物品７０を収納したものとする。
【０１２３】
　このように物品７０を容器６０に収納し、蓋６１を閉めた後に、ステップＳ１４２～Ｓ
１４５が実行され、端末１０－１が受信した容器物品情報は、表２２に示すものとなる。
【表２２】

　つまり、容器ＩＤ＝Ｌ００００３、物品ＩＤ＝Ｂ００００５、Ｂ００００６、Ｂ０００
１１、Ｂ０００１２を有するＲＦＩＤタグは、端末１０－１と通信不可能になるため、こ
れらの容器ＩＤまたは物品ＩＤを有する容器物品情報を表２１に示す容器物品情報から除
去したものとなる。
【０１２４】
　次に端末１０－１は、受信回数に１を加え（ステップＳ１４６）、受信した容器物品情
報、および受信回数（ここでは２）をサーバ４０へ送信する（ステップＳ１４７）。サー
バ４０は、容器物品情報および受信回数を受信し、メモリに格納する（ステップＳ１４８
）。
【０１２５】
　次にサーバ４０は、受信回数が１であるか１より大きいかを判定する（ステップＳ１４
９）。今回は受信回数が２であるため、前回取得（メモリに格納）した容器物品情報と、
今回新たに取得した容器物品情報とを比較する（ステップＳ１５０）。
【０１２６】
　そして、比較の結果、読めなくなった容器物品情報を抽出する（ステップＳ１５１）。
ここでは、表２１に示す容器物品情報と表２２に示す容器物品情報の差分の容器物品情報
である下記の表２３に示す容器物品情報が抽出される。
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【表２３】

【０１２７】
　次に、サーバ４０は、抽出された容器物品情報から容器の判別コード（＝１）を有する
容器物品情報を抽出する（ステップＳ１５２）。表２３の中で判別コード（＝１）を有す
る容器物品情報は、表２３の１行目に記載されている容器ＩＤ＝ＬＤ００００３を有する
容器物品情報であるから、下記の表２４に示す容器情報を含む容器物品情報が抽出される
。

【表２４】

【０１２８】
　次に、サーバ４０は、ステップＳ１５２で抽出された容器物品情報の中に容器の判別コ
ードを有する容器物品情報があるか否か、換言すれば、容器の判別コードを有する容器物
品情報が抽出されたか否かを判定する（ステップＳ１５３）。ここでは、表２４に示す容
器物品情報が抽出されたので、あると判定される。
【０１２９】
　次にサーバ４０は、容器の判別コードを有する容器物品情報中の容器ＩＤと、物品の判
別コードを有する容器物品情報の物品ＩＤとを紐付け（ステップＳ１５４）、紐付け結果
および出荷時刻（現在時刻）を容器・物品対応情報として、容器・物品情報ＤＢ４３に追
記する（ステップＳ１５５）。下記の表２５に紐付け結果と出荷時刻の一例を示す。

【表２５】

【０１３０】
　次にサーバ４０は、ステップＳ１５０で読めた容器物品情報（表２２）の中に、容器の
判別コードを持つものがあるか否かを判定する（ステップＳ１５６）。判定の結果、あっ
た場合は、端末１０－１に対して、容器物品情報の取得（ステップＳ１４２の実行）を指
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示する。ここでは、表２２に示す容器物品情報の中に下記の表２６に示す容器物品情報が
あるので、サーバ４０は端末１０－１に対して、容器物品情報の取得を指示する。
【表２６】

【０１３１】
　ステップＳ１５６で「なし」と判定されるまで、ステップＳ１４２～Ｓ１５６の処理が
繰り返される。そして、「なし」と判定された場合、サーバ４０は端末１０－１に対して
、紐付けの完了の通知を送信し（ステップＳ１５７）、端末１０－１は紐付け完了の通知
を受信する（ステップＳ１５８）。紐付けが完了すると、容器・物品情報ＤＢ４３には下
記の表２７に示す容器・物品対応情報が格納される。

【表２７】

【０１３２】
　これにより、複数の容器ＩＤおよび複数の物品ＩＤが読めてしまう環境でも、容器ＩＤ
と、その容器６０に収納された物品７０の物品ＩＤとを一意に紐付けることができる。ま
た、物品７０が容器６０に収納された時刻を正確に、かつロガー８０の開始ボタンを押す
などをせずに記録することができる。
　以上説明した図１５において、サーバが実行する処理のうち、端末との間の通信は通信
部４１が実行し、サーバ内の処理は管理部４０内の容器・物品情報管理部４２ａが実行す
る。つまり、通信部４１および容器・物品情報管理部４２ａが請求項２における取得手段
に対応し、容器・物品情報管理部４２ａが請求項２における紐付け手段に対応する。
【０１３３】
　《着荷側の紐付け処理および良否判定処理》
　図１６は、着荷側の紐付け処理の手順の一部を示すフローチャートである。また、図１
７は、着荷側の紐付け処理の手順の残りの部分および良否判定処理の手順を示すフローチ
ャートである。
【０１３４】
　ここで、着荷側の紐付け処理は、第１の実施形態と同様に、着荷側で容器ＩＤと、物品



(26) JP 2017-122004 A 2017.7.13

10

20

30

40

50

ＩＤを紐付ける処理、すなわち、着荷側で蓋６１を開けたどの容器にどの物品が収納され
ていたかを表す情報をサーバ４０に登録する処理である。また、良否判定処理は、第２の
実施形態に特有の処理であり、保管条件と環境情報とを比較して、運搬中の容器６０内の
環境の良否を判定する処理である。
【０１３５】
　受入担当者は、容器６０が到着する前に、着荷予定の物品数または容器数をサーバ４０
に問い合わせるため、端末１０－２から配送数送信指示を送信する（ステップＳ１６１）
。
【０１３６】
　サーバ４０は、配送数送信指示を受信すると（ステップＳ１６２）、容器・物品情報Ｄ
Ｂ４３から物品数または容器数を読み出し、端末１０－２へ送信する（ステップＳ１６３
）。端末１０－２は、配送数を受信し、未検出数としてメモリ（ＲＡＭ１０２）に格納す
る（ステップＳ１６４）。ここでは、下記の表２８に示す物品数（＝１２）または容器数
（＝３）が格納されたものとする。

【表２８】

【０１３７】
　次に端末１０－２は、受信回数を０に設定し（ステップＳ１６５）、着荷区域にある容
器６０および物品７０に対して、容器物品情報の送信指示を行う（ステップＳ１６６）。
容器物品情報の送信指示を受信した容器６０、物品７０は（ステップＳ１６７）、端末１
０－２に対して、容器物品情報を送信する（ステップＳ１６８）。端末１０－２は、容器
物品情報を受信し、メモリに格納する（ステップＳ１６９）。
【０１３８】
　ただし、まだ受入担当者が容器６０の蓋６１を開けていないため、端末１０－２と通信
可能な容器６０（厳密にはロガー８０）、物品７０（厳密にはＲＦＩＤタグ７１）が存在
しないため、容器物品情報は下記の表２９に示すように空白となる。
【表２９】

【０１３９】
　端末１０－２は、受信回数に１を加える（ステップＳ１７０）。この結果、受信回数は
１となる。次に端末１０－２は、受信した容器物品情報（空白）、および受信回数（＝１
）、ならびに現在時刻をサーバ４０へ送信する（ステップＳ１７１）。
【０１４０】
　サーバ４０は、容器物品情報、受信回数、および現在時刻を受信し、メモリ（ＲＡＭ４
０２）に格納する（ステップＳ１７２）。次にサーバ４０は、受信回数が１であるか１よ
り大きいかを判定する（ステップＳ１７３）。ここでは、受信回数が１であるため、端末
１０－２に対して、容器物品情報の取得（ステップＳ１６６の実行）を指示する。
【０１４１】
　受入担当者は、容器６０の蓋６１を開ける。この結果、端末１０－２は、容器６０およ
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び物品７０と通信可能になる。したがって、端末１０－２が容器６０、物品７０に対して
、容器物品情報の送信指示を行うと（ステップＳ１６６）、容器６０、物品７０は、容器
物品情報送信指示を受信し（ステップＳ１６７）、それぞれが保持している容器物品情報
を端末１０－２へ送信する（ステップＳ１６８）。ここでは、下記の表３０に示す容器物
品情報が送信されたものとする。
【表３０】

【０１４２】
　この表に示す容器物品情報の場合、容器ＩＤ＝Ｌ００００１の容器６０の蓋６１が開き
、その内部に物品ＩＤ＝Ｂ００００１，Ｂ００００２，Ｂ００００３，Ｂ００００４の物
品が収納されていたことになる。
【０１４３】
　端末１０－２は、容器物品情報を受信し（ステップＳ１６９）、受信回数に１を加え（
ステップＳ１７０）、容器物品情報、受信回数、および現在時刻（2015/09/18/15:23）を
サーバ４０へ送信する（ステップＳ１７１）。サーバ４０は、容器物品情報、受信回数、
および現在時刻を受信し、メモリに格納する（ステップＳ１７２）。
【０１４４】
　次にサーバ４０は、受信回数が１であるか１より大きいかを判定する（ステップＳ１７
３）。今回は受信回数が２であるため、前回取得した容器物品情報と今回新たに取得した
容器物品情報とを比較する（ステップＳ１７４）。
【０１４５】
　そして、比較の結果、新たに読めた容器物品情報を抽出する（ステップＳ１７５）。
ここでは、表２９に示す容器物品情報と表３０に示す容器物品情報の差分の容器物品情報
、すなわち表３０に示す容器物品情報が抽出される。
【０１４６】
　次にサーバ４０は、抽出された容器物品情報の中から、容器の判別コード（＝１）を持
つ容器物品情報を抽出する（ステップＳ１７６）。ここでは、下記の表３１に示す容器物
品情報が抽出される。

【表３１】

【０１４７】
　次にサーバ４０は、ステップＳ１７６で抽出された容器物品情報の中に、容器の判別コ
ードを有する容器物品識別情報、換言すれば判別コードが１の容器物品情報があるか否か
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を判定する（ステップＳ１７７）。
【０１４８】
　ここでは、表３１に示す容器物品対応表が抽出されたので、判別コードが１の容器物品
情報があったものと判定され、ステップＳ１７８に進んで、容器ＩＤと物品ＩＤを紐付け
し（ステップＳ１７８）、紐付け結果と着荷時刻を容器・物品対応表として容器・物品情
報ＤＢ４３に追記する（ステップＳ１７９）。これにより、下記の表３２に示す容器・物
品対応表が作成され、容器・物品情報ＤＢ４３に格納される。
【表３２】

【０１４９】
　一方、判別コードが１の容器物品情報がなかった場合は、再度、端末１０－２に対して
、容器物品情報の取得（ステップ１６６の実行）を指示する。
【０１５０】
　サーバ４０は、ステップＳ１７９を実行した後、未検出の物品数または容器数を算出し
（ステップＳ１８０）、未検出数が０であるか正であるかを判定する（ステップＳ１８１
）。
【０１５１】
　ここでは、前回の未検出数が表２８に示すものであり、今回の検出数が表３０より下記
の表３３となる。
【表３３】

【０１５２】
　したがって、現在の未検出数は下記の表３４のようになる。

【表３４】

【０１５３】
　このため、未検出数が正と判定され、サーバ４０は、再度、端末１０－２に対して、容
器物品情報の取得（ステップ１６６の実行）を指示する。
【０１５４】
　着荷予定の全ての物品７０または容器６０が検出されると、未検出数が０と判定される
ので、サーバ４０は、端末１０－２に対して、紐付け完了の通知を送信する（ステップＳ
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。紐付けの完了により、下記の表３５に示す容器・物品対応表が容器・物品情報ＤＢ４３
に記録される。ここまでが紐付け処理である。
【表３５】

　以上説明した図１６において、サーバが実行する処理のうち、端末との間の通信は通信
部４１が実行し、サーバ内の処理は管理部４０内の容器・物品情報管理部４２ａが実行す
る。つまり、通信部４１および容器・物品情報管理部４２ａが請求項２における取得手段
に対応し、容器・物品情報管理部４２ａが請求項２における紐付け手段に対応する。
【０１５５】
　次に良否判定処理について説明する。
　サーバ４０は、端末１０－２に対して、環境情報の送信指示を行う（ステップＳ１８４
）。端末１０－２は、検出された容器６０に対して、環境情報の送信指示を行い（ステッ
プＳ１８５）、容器６０（厳密にはロガー８０）は、環境情報の送信指示を受信し（ステ
ップＳ１８６）、環境情報を端末１０－２へ送信する（ステップＳ１８７）、端末１０－
２は、環境情報を受信し、サーバ４０へ送信する（ステップＳ１８８）。
【０１５６】
　サーバ４０は、環境情報を受信し（ステップＳ１８９）、環境情報ＤＢ４５に格納する
（ステップＳ１９０）。下記の表３６に環境情報の一例を示す。
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【表３６】

【０１５７】
　次にサーバ４０は、容器・物品対応表（表３５）に出荷時刻を追記する（ステップＳ１
９１）。下記の表３７は出荷時刻が追記された容器・物品対応表である。
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【表３７】

【０１５８】
　次にサーバ４０は、容器・物品対応表の出荷時刻から着荷時刻までの環境情報（ここで
は容器６０内の温度温度）の最大値と最小値を求め、容器・物品対応表に追記する（ステ
ップＳ１９２）。下記の表３８に測定温度の最大値と最小値が追記された容器・物品対応
表の一例を示す。

【表３８】

【０１５９】
　次にサーバ４０は、物品保管情報ＤＢ４４から物品保管条件（表１８）を抽出し（ステ
ップＳ１９３）、容器物品情報と照合して、環境条件の上限値と下限値を容器・物品表に
追記する（ステップＳ１９４）。下記の表３９に環境条件(ここでは容器６０内の温度)の
最大値と最小値が追記された容器・物品対応表の一例を示す。
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【表３９】

【０１６０】
　次にサーバ４０は、環境情報と保管条件とを比較して良否判定を行い（ステップＳ１９
５、Ｓ１９６）、判定結果（ＯＫ、ＮＧ）を容器・物品対応表に追記するとともに、端末
１０－２に通知（送信）する（ステップＳ１９７、Ｓ１９８）。下記の表４０に判定結果
が追記された容器・物品対応表の一例を示す。
【表４０】

【０１６１】
　端末１０－２は、通知された判定結果を表示する（ステップＳ１９９、Ｓ２００）。こ
れによって、容器６０と物品７０との紐付け、物品７０の容器６０内の保管期間、および
保管結果を容易に管理することができる。なお、ステップＳ１８２、Ｓ１８３は省略して
もよい。
　以上説明した図１７において、サーバが実行する処理のうち、端末との間の通信は通信
部４１が実行し、サーバ内の処理は管理部４０内の環境情報管理部４２ｃが実行する。つ
まり、通信部４１および環境情報管理部４２ｃが請求項３における環境情報取得手段に対
応し、環境情報管理部４２ｃが請求項３における紐付け手段、および請求項４における判
定手段に対応する。
【０１６２】
　［第３の実施形態］
　本発明の第３の実施形態に係る物品管理システムは、本発明の第１の実施形態に係る物
品管理システムにおいてサーバ４０で実行していた処理のうち、着荷側での紐付け処理の
最初のステップである配送数送信指示を受信するステップと、配送数送信を行うステップ
以外のステップを端末１０で行うようにしたものである。
【０１６３】
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　したがって、本発明の第３の実施形態に係る物品管理システムの全体構成は第１の実施
形態（図１）と同じである。また、端末１０およびサーバ４０のハードウェア構成も第１
の実施形態（図２、図３）と同じである。一方、端末１０とサーバ４０の機能構成は、第
１の実施形態のサーバ４０(図５)内の配送情報管理部４２ｄおよび配送情報ＤＢ４６以外
を端末１０に設けた構成となる。つまり、本実施形態では、端末１０内の情報入力部１１
および情報送受信部１２が本発明における取得手段に対応し、情報処理部１５が本発明に
おける判別手段および紐付け手段に対応する。
【０１６４】
　〈物品管理システムの動作〉
　以上の構成を備えた物品管理システムの詳細な動作について、「判別コードの登録処理
」、「容器物品情報の登録処理」、「出荷側の紐付け処理」、「着荷側の紐付け処理」の
順に説明する。
【０１６５】
　《判別コードの登録処理》
　図１８は、判別コードの登録処理の手順を示すフローチャートである。
　端末１０－１は、例えば受入担当者により決定された判別コードが入力されると（ステ
ップＳ２０１）、入力された判別コードを記録（メモリに格納）する（ステップＳ２０２
）。ここで、登録される判別コードは第１の実施形態（表１）と同じものとする。
【０１６６】
　《容器物品情報の登録処理》
　図１９は、容器物品情報の登録処理の手順を示すフローチャートである。
　この図において、ステップＳ２１１～Ｓ２１８は、図７（第１の実施形態）におけるス
テップＳ１１～Ｓ１８と同じである。
【０１６７】
　次のステップＳ２１９では、端末１０－１は、容器物品情報をメモリに記録し、記録完
了を表示する。このとき記録された容器物品情報は表２（第１の実施形態）と同じもので
ある。
【０１６８】
　《出荷側の紐付け処理》
　図２０は、出荷側の紐付け処理の手順を示すフローチャートである。
　この図において、ステップＳ２２１～Ｓ２２６は、図８（第１の実施形態）におけるス
テップＳ２１～Ｓ２６と同じである。また、ステップＳ２２７～Ｓ２３４は、動作の主体
がサーバ４０ではなく、端末１０－１であること以外は図８におけるステップＳ２９～Ｓ
３６と同じである。
【０１６９】
　端末１０－１およびサーバ４０は、ステップＳ２３４で「なし」と判定されるまで、ス
テップＳ２２２以降の処理を繰り返す。そして、「なし」と判定された場合、紐付け完了
を表示する（ステップＳ２３５）。
【０１７０】
　《着荷側の紐付け処理》
　図２１は、着荷側の紐付け処理の手順を示すフローチャートである。
　この図において、ステップＳ２４１～Ｓ２５０は、図９（第１の実施形態）におけるス
テップＳ４１～Ｓ５０と同じである。また、ステップＳ２５１～Ｓ２５８は、動作の主体
がサーバ４０ではなく、端末１０－２であること以外は図９におけるステップＳ５３～Ｓ
６０と同じである。
【０１７１】
　端末１０－２は、ステップＳ２５８で未検出数が０と判定されるまで、ステップＳ２４
６以降の処理を繰り返す。そして、未検出数が０と判定されたら、紐付け完了を表示する
（ステップＳ２５９）。
【０１７２】
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　以上詳細に説明したように、本発明の各実施形態に係る物品管理システムによれば、容
器の蓋の開閉状態の変化に応じて、読取可能から読取不能に変化した容器識別情報と物品
識別情報、または読取不能から読取可能に変化した容器識別情報と物品識別情報とを紐付
けて保持するので、複数の容器ＩＤおよび複数の物品ＩＤが読めてしまう環境でも、容器
ＩＤと、その容器ＩＤを有する容器に収納された物品の物品ＩＤとを一意に紐付けること
ができる。
　また、第２の実施形態に係る物品管理システムによれば、上記の効果に加えて、物品が
容器に収納された時刻を正確に、かつロガーの開始ボタンを押すなどをせずに記録するこ
とができる。
　また、第２の実施形態に係る物品管理システムによれば、ロガーで測定した環境情報（
温度）と保管条件とに基づいて、良否判定を行うことができる。
　また、第３の実施形態に係る物品管理システムによれば、第１の実施形態に係る物品管
理システムのサーバで実施する処理の大部分を端末で実行するので、端末とサーバとの間
の通信量を低減することができる。
【０１７３】
　以上、本発明の好適な実施の形態により本発明を説明した。ここでは特定の具体例を示
して本発明を説明したが、特許請求の範囲に定義された本発明の広範な趣旨および範囲か
ら逸脱することなく、これら具体例に様々な修正および変更を加えることができることは
明らかである。すなわち、具体例の詳細および添付の図面により本発明が限定されるもの
と解釈してはならない。下記（１）～（８）に変形例を示す。
【０１７４】
　（１）第１の実施形態において、容器・物品対応表に時刻情報を追加する。これにより
、サーバ４０では、出荷時刻および着荷時刻を管理することができる。
　（２）第２の実施形態において、環境情報として湿度情報を追加する。
　（３）端末１０としてＧＰＳ受信機などの位置情報取得手段を有するものを使用し、端
末１０からサーバ４０へ容器物品情報とともに位置情報を送信する。これにより、サーバ
４０は、出荷場所および着荷場所を記録することができる。
　（４）端末１０と容器６０および物品７０との間の通信を電波の代わりに赤外線などの
光や、超音波を用いる。
　（５）容器６０の外側にＲＦＩＤタグを取り付け、容器６０の開閉等によりＲＦＩＤタ
グと端末１０の無線通信が遮蔽される工夫、例えば、容器６０の蓋をスライドさせること
により容器６０の外側に取り付けられたＲＦＩＤタグを蓋で覆うといった構成にしてもよ
い。これにより、着荷時にいくつの容器が存在しているかを容易に把握することができる
。
　（６）ＲＦＩＤタグの代わりにBluetooth（登録商標）などにより無線通信を行う無線
通信タグを使用し、端末１０にＲＦＩＤ通信回路１１０に代えてBluetooth（登録商標）
などの無線通信回路を設け、Bluetooth（登録商標）などにより容器物品情報などの送受
信を行う。
　（７）容器６０の内面および物品７０の外面にバーコードやＱＲコード（登録商標）な
どのコードタグを付加し、端末１０のカメラ１０９により撮影し、画像認識を行うことに
より、容器物品情報を取得する。この場合、容器６０および蓋６１は光を通さない材料で
構成されていればよく、電波遮蔽性は不要である。
　（８）容器６０および蓋６１として、電波遮蔽性を有する包囲部材を有するものではな
く、一般的なプラスチック製とする。蓋６１を閉じると端末１０における受信電波強度が
低下するので、予め設定しておいた閾値との比較により、蓋６１が閉じたことを検出する
。
【符号の説明】
【０１７５】
　１０－１…出荷側の端末、１０－２…着荷側の端末、３０…通信ネットワーク、３１…
無線基地局、４０…サーバ、４３…容器・物品情報ＤＢ、６０…容器、６１…蓋、６２，
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７１…ＲＦＩＤタグ、７０…物品、８０…ロガー。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０１７６】
【特許文献１】特開２０１１－２５５９４２号公報
【特許文献２】特開２００８－１４０１４６号公報
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